
 
 
 

 

   2025 年８月 17 日 聖日礼拝メッセージ  牧師：伊藤 博    

 《テーマ》  「目を覚ましていなさい。」 
・・その日があなたの歓喜の日となり、嘆きの日にならないために・・ 

《テキスト》 Ⅰテサロニケ 4:15～18 

15 私たちは主のことばによって、あなたがたに伝えます。生きている私たちは、 

主の来臨まで残っているなら、眠った人たちより先になることは決してありません。 

16 すなわち、号令と御使いのかしらの声と神のラッパの響きとともに、主ご自身が天から下って来られます。 

そしてまず、キリストにある死者がよみがえり、 

17 それから、生き残っている私たちが、彼らと一緒に雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会うのです。 

こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。 

18 ですから、これらのことばをもって互いに励まし合いなさい。 

 

【はじめに】2000 年前にこの地に来られた主はもう一度おいでになります。その確率は 100％であり今やその時は刻一刻と近

づいています。私達が、最も知らなければならない再臨の真理を聖書から学び、その日・その時に備えましょう。 

 

【今週のメッセージ】 

１、聖書の預言は、これまで完全に成就してきました。残された一つの出来事を除いて。  

☆まず、私達は聖書の信ぴょう性、聖書の預言の確実性を語る必要があります。 

a、旧約聖書のメシアに関する預言は、全てイエスにおいて成就しました。   （添付資料参照） 

①救い主の誕生における最も代表的な預言と成就 

「ダビデの子孫」   イザヤ 11:1～2 ・・ 成就 マタイ 1:1 

「ベツレヘムでの誕生」 ミカ 5:2     ・・成就 ルカ 2:1、3～7 

「処女から誕生」   イザヤ 7:14    ・ ・成就 マタイ 1:18、 22～23 

②メシア預言は、100 以上あり、すべてイエスにおいて成就しました。    

ｂ、それ以外の様々な聖書預言も 100％成就してきました。         （添付資料参照） 

①預言の通りに、それは起こり・成就したことを、歴史が証明しています。 

②これらの事から断言できるのは、聖書は、全く誤りの無い神のことばであり、 

イエス様こそが、真の救い主メシアなのです！ 

  ③聖書の預言で成就していないものがあります。それが終末預言・主の再臨に関しての預言です。 

 

２、主イエス様の空中再臨・携挙は、必ず起こります。ですから備えましょう！ 

★キリストの再臨に関しての聖書記述は、新約聖書に 300 回以上、パウロ書簡に 50 回、 

新約聖書の 25 節に 1 回の頻度であり、「降誕の記事」に関してだけ言えばその 8 倍です！ 

a、主を信じている者、キリストにとどまっている者には、最高の喜びと感謝の日となります。 

52 終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちに変えられます。ラッパが鳴ると、死者は

朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。 

53 この朽ちるべきものが、朽ちないものを必ず着ることになり、この死ぬべきものが、死なな 

いものを必ず着ることになるからです。                                  Ⅰコリント 15:52～53 

①キリストの空中再臨・携挙の際、キリストにある死者のよみがえり、そして生きている 



 
 
 

 

私達は一瞬のうちに変えられ、私達は天に引き上げられます。 

☆「一瞬のうちに」とは「まばたく間に」【ギリシャ語】  

②私達は、空中で主と会い、いつまでも主と共にいることになります。 

    これ以上の喜びと感謝が、他にあるでしょうか？ 

ｂ、信じていない者、キリストにとどまっていない者にとっては、嘆きと後悔の日となります。 

①天に挙げられる者にいる一方、残される者もいるのです。 

40 そのとき、男が二人畑にいると一人は取られ、一人は残されます。 

41 女が二人臼をひいていると一人は取られ、一人は残されます。 

42 ですから、目を覚ましていなさい。あなたがたの主が来られるのがいつの日なのか、 

あなたがたは知らないのですから。               マタイ 24:40～42 

②なぜ、残されたらいけないのでしょうか？ なぜ天に挙げられなければならないか？ 

☆携挙は、クリスチャンの大きな慰め・喜び・感謝と礼拝の時ですが、 

間もなく始まる神のさばきから救うためです。 

③空中再臨・携挙が起こるならば、その後、神のさばきの時が始まるからです。             

c、主の空中再臨・携挙の後、世界は神の御怒りの時、7 年間の患難時代に入っていきます。 

ダニエル書９:27 に預言されていますが 

黙示録 6～1６章には、その 7 年間の患難時代の様子が記されているのです。 

 

 

     

 

 

     

①主は誰も、この患難時代を通されることを望んでいません。皆が天に挙げられて欲しいのです。   

「・・・あなたがたがどのように偶像から神に立ち返って、生けるまことの神に仕えるように 

なり、御子が天から来られるのを待ち望むようになったかを、知らせているのです。この御子 

こそ、神が死者の中からよみがえらせた方、やがて来る御怒りから私たちを救い出してくださ 

るイエスです。」                       Ⅰテサロニケ 1:9b～10 

②再臨がいつであるかは、誰も知りません。 

「ただし、その日、その時がいつなのかは、だれも知りません。天の御使いたちも子も知りま 

せん。ただ父だけが知っておられます。」                 マタイ 24:36 

③しかし、その時が近いことを知る私達は、備える必要があります。                  マタイ 24:42      

「ですから、目を覚ましていなさい。その日、その時をあなたがたは知らないのですから。」 

マタイ 25:13  

「目を覚ましていなさい   Γρηγορεῖτε グレゴリエイテ 」 【ギリシャ語：現在形・命令形】 

「見張り続けなさい、警戒し続けなさい。 

用心深くしていなさい。」という主の重大な警告です！ 

 


